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『キュレーションホテルが拓く伝統の未来』 
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【要約】 

かつて皇族や財閥の別荘が立ち並んだ熱海の景勝地で、5 年間放置され解体寸前だった築

85 年伝統建築の、再生プロジェクトの軌跡。英国在住インテリアデザイナーに見出された

元旅館別館は、当時の意匠とともに驚きの大空間として蘇り、世界的デザイン賞での入賞も

果たした。負の遺産が「キュレーションホテル」として生まれ変わることで、伝統工芸やア

ートが還流する場となり、やがてアーツアンドクラフツツーリズムの核となる。スーパーリ

ノベーションの実例集として、またホテルデザインの新潮流を学ぶ専門書として類のない

一冊。主な内容としては、キュレーションホテル「熱海 桃乃八庵」ができるまでのストー

リーや、耐震・断熱・通気性の向上を成し遂げた伝統と革新の工法など、様々なことについ

て書かれている。 

  

【感想】 

 読んだ感想としては、非常にクオリティの高い一冊だと感じた。 

まずは、表紙が非常にかっこいい。筆者である澤山乃莉子様は、インテリアデザイナーで

あり、デザインコンサルタントでもあり、デザインプロデューサーでもあるということでデ

ザインにこだわりがあるのだろう、表紙やレイアウト、写真など至る所でデザイン力が高い

なあと読みながら思っていた。 

また、内容も素晴らしく、本書ではキュレーションホテルという新しいホテルの業態を提

案している。キュレーションホテルとは、日本の伝統建築素材・伝統工芸・アートをホテル

という場を通じて還流させるだけでなく、地域のアーツアンドクラフツツーリズムの核に

もなる施設であり、非常に興味深く行ってみたいと思わされる工夫などがたくさん散りば

められていた。これが、どんな地域のどんな工芸品にも当てはめることができるのなら、地

方創生として非常にポテンシャルの高いビジネスモデルである。 
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